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　この春統合した船
ふなのえ

上小学校で５月２日、全
校遠足を行いました。
　この遠足を地域を学ぶ機会にしようと、今
年から安田・以西・成美の３地区を順番に巡
り、地域の歴史や文化を学んでいきます。
　今年は安田地区を中心にウォークラリーを
楽しみ、国指定重要文化財の河本家住宅で
は、地域ボランティアの方とジャンケンゲー
ムをしてふれあいました。



　

　

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ

た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、
国
連
で
は
日
本
の

提
案
を
受
け
、
６
月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
「
環
境
基
本
法
」
で
環
境
の
日
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
環
境

庁
の
提
唱
に
よ
り
６
月
を
環
境
月
間
、
６
月
５
日
を
環
境
の
日
と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

琴
浦
町
で
は
、
平
成
24
年
に
「
琴
浦
町
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
基
本
条
例
」（
環
境
基
本
条
例
）
を
制
定
し
、　

あ
わ
せ
て
「
琴

浦
町
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。　

　

次
の
三
つ
の
事
項
を
柱
と
し
て
、
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
の
実
践
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全

・
地
域
環
境
の
保
全
・
継
承
は
地
球
環
境
の
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

意
識
の
向
上

・
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
環
境
意
識
の
向
上
と
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
施
策
の
推
進

・
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

エ
コ
タ
ウ
ン
コ
ト
ウ
ラ
を

　
　
　
　
　
　
　
　

実
現
し
ま
し
ょ
う

特集　環境にやさしいまちを目指して

真
夏
に
な
る
と

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
感
じ
る
地
球
温
暖
化

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は

放
射
能
汚
染
に
よ
る
自
然
へ
の
懸
念

大
陸
か
ら
の
Ｐ
Ｍ
２
．５
飛
来
に
よ
る

大
気
汚
染
な
ど

私
た
ち
の
暮
ら
す
地
球
で
は

日
本
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
環
境
の
変
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

そ
れ
ら
を
契
機
に

環
境
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す

そ
の
一
方
で

私
た
ち
の
暮
ら
す
町
で
は

資
源
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
で

資
源
を
再
利
用
す
る
取
り
組
み
は

定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の
の

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
は

以
前
の
取
り
組
み
で
減
少
し
て
い
た
も
の
が

近
年
ま
た
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

人
と
自
然
と
の
共
生
を
ま
も
り

連
綿
と
育
ま
れ
て
き
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め

改
め
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

別所地内の大規模太陽光発電所
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① 快適で健康的なまちづくりをすすめます

② 豊かな自然を次世代に伝えていきます

３つの柱を実践するために
環境に配慮したまちづくりに向けての取り組みを紹介します

学校での環境学習、プール清掃の省力化を担う
EM菌発酵液づくり

沿岸海域や河川の水質保全　
　沿岸海域や加勢蛇川、勝田川など主要16河川の

水質検査を行い、日常生活に支障のない環境の維

持に努めています。

　下水道施設への接続の推進、浄化槽管理の適正

化に努めています。

�野外焼却、騒音、悪臭対策
　快適な日常生活が送れるよう普及、啓発に努め

ています。また、PM２.５については警戒警報情

報を速やかに防災行政無線でお知らせするなど、

健康被害対策を講じています。

犬、猫に代表される愛玩動物
　狂犬病予防接種率の向上や適正な飼育の普及啓

発に努めています。

海岸清掃アースコンシャス
キャンペーンのようす

海岸の環境保全
　町内16団体を中心に、春から秋にかけて海岸清掃を実施し、景観

の維持や環境の保全に取り組んでいます。

　鳥取大学と提携がある、韓国の南ソウル大学校との交流の一環と

して、６月に地元のボランティアとともに海岸清掃を行います。

EM菌など自然由来のものを活用した環境負荷低減
　コトウラ環境リサイクルの会と連携し、EM菌を活用した学校

プール清掃の省力化やため池の水質浄化、生ごみの堆

肥化などに取り組み、また、生ごみを乾燥処理して量

を大幅に減らすことのできる家庭用生ごみ処理機を各

地区公民館に設置して、実証実験を行います。

  国立公園内における美化活動
　大山滝を有する一向平、船上山の山麓部で、ボラン

ティア活動による美化活動を実施しています。

  こどもエコクラブ活動
　全国こどもエコクラブに登録した小中学校、保育園

での環境学習や実践（花植え、自然観察など）を支援

しています。

� ことうら 2014.6



③ くらしの風景の調和に努めます

④ 限りある大切な資源を有効に活用します

不法投棄（※現在は処理済み）

家庭ゴミ回収の実態調査を行う環境パトロール

ノーレジ袋キャンペーンのようす

ごみの減量化、再資源化の推進
　誰にでも簡単に、多額の費用をかけずにで
きる環境負荷低減の切り札です。次ページで詳
しくお知らせします。今年度から、行政区に対
して資源ごみ置場設置の助成を行います。
家庭省エネルギー対策の推進

　�大がかりな設備投資ではなく、こまめに電
灯を消す、不要な機器は常時コンセントにつ
ながないなどの普及啓発に努め、希望により
家庭省エネ診断を行います。
　居間などの蛍光灯などをLED照明に換えた
場合、一定の条件で助成をします。
再生可能エネルギー導入促進

　�太陽光発電、小水力発電の導入促進を図り
ます。家庭用太陽光発電には平成17年度から
助成を行っています。また、大規模太陽光発
電所が1カ所稼働中で、小規模水力発電所は
稼動が1カ所、さらに船上山ダム放水路を利
用した施設を建設中です。
省エネルギー対策自動車の導入促進

　電気自動車普及促進のため、道の駅ポート
赤碕に急速充電器を設置し、さらに、昨年12
月には、電気自動車を公用車として導入し、休
日等には一般貸出を行っています。　
ノーレジ袋キャンペーン

　毎月10日は「ノーレジ袋デー」です。琴浦町
は中部総合事務所と連携しながら、店頭など
で普及啓発活動を行っています。本年度も引き
続き「琴浦さんイラスト入りエコバッグ」の配
布を行いながらノーレジ袋運動を推進します。
CO2削減／ライトダウンキャンペーン

　環境省では施設や家庭の電気を消してCO2削
減意識を高める運動を推進しています。６月21
日(土：夏至)、７月７日（月：七夕）は夜間、２
時間程度の消灯の呼びかけをしています。

不法投棄撲滅に向けた取り組み
　不法投棄監視員２人によるパトロールを毎
月行っていますが、山間部、河川、海岸など
不法投棄が後を絶ちません。所有地の管理を
徹底するなど、不法投棄をさせない環境づく
りを行うことも大切です。
調和の取れた産業の育成

　農林水産業、商工業の育成は町の重要な施
策であり、排水や廃棄物の適正処理のための
必要な措置を講じていきます。
文化財の保護、活用

　町の歴史を語る文化財を保護、活用し、次
代に伝えます。
農地、森林の保全

　豊かな町の象徴である、農地、森林の保全
を推進します。

公用車として導入した電気自動車「日産リーフ」

H26.6.1 �



紙・布類
45.4％

生ごみ
24.5％

プラスチック
ゴム類
17.3％

木材類
7.5％

不燃物類 1.4％
その他 3.9％

水分
53％可燃物

35％

灰分
12％

可燃ごみの半分
が水分です

堆肥化で量が
減ります

多くがリサイクル
できます

可燃ごみの３成分の重量化 水分を除いた可燃ごみの内訳

可燃分のうちわけ

図 2図 1

●�一般廃棄物の量（主に家庭ごみ）は、年間約21万トン
排出されています。
●�それにかかる処理経費は74億1,000万円（一人あたり
12,500円）です。 

・�可燃ごみの約半分（重さの比）が水分です。主に生ごみ由来と考
えられます。（図1） 

・�可燃分の内訳（図2）のうち、「紙・布類」「生ごみ」が大きな
割合を占めます。 

■鳥取県のごみの現状（Ｈ23年度実績）
　

琴
浦
町
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
ほ
か
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
実
践
で
き

て
、
環
境
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
毎
日
出
る
ご
み
の

分
別
の
徹
底
で
す
。

　

琴
浦
町
か
ら
は
平
成
24
年
度
だ
け
で
６
，
０
３
２
ト
ン
も
の
ご
み
が
家

庭
か
ら
出
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
ま
だ
減
量
で
き
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

可燃（粗大）ごみ
　可燃ごみの53パーセントは生ごみから出
る水分だと言われています。そのため三角
コーナーを使ったり、天日干ししてからごみ
に出したりすることで、可燃ごみの量を減ら
すことができます。
　また水分を除いた可燃ごみのうち、約45
パーセントは紙ごみで、これも可燃ごみではな
く雑紙としてリサイクルできます。新聞のチラ
シやPTAのプリントなどはごみ袋に入れずに
資源ごみで出したり、町内の紙ごみ回収ボッ
クスを積極的に利用するようにしましょう。
　また、布類は可燃ごみでなく、資源ごみで
出してリサイクルできるようにしましょう
（ただし布団など綿の入ったもの、カーペッ
トなどの敷物はリサイクルに適しません）。

不燃（粗大）ごみ
　不燃ごみの中でも特に、家電機器にはまだ
まだ利用できる金属や金などのレアメタルが
含まれています。電話機やラジカセなどは不
燃ごみで出さず、近所の小型家電回収ボック
スを利用してリサイクルに役立てましょう。
　ただし、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコ
ンなどは不燃ごみでも小型家電回収ボックス
でも回収できません。買い替えの時に販売店
へ引取りをお願いしてください。
小型家電のボックス回収
　琴浦町を含む鳥取県中部１市４町では平成
25年の11月から、小型家電のボックス回収
を行っています。これは、従来そのまま処分
場に埋め立て処分されていた家電製品を分別
収集することで、金などのレアメタルの発掘
と廃棄物の再利用を目的としています。

　ごみの分別は非常に小さなことで、たった一人で行ってもあまり効果がありません。
　しかし、より多くの人々が積極的に行うことで、非常に大きな地域環境、ひいては地球環
境への貢献となります。
　今回紹介した琴浦町の各種事業と、皆さんのごみの分別は車の両輪です。
　どちらか一つだけでは環境に配慮した琴浦町へと進むことはできません。環境にやさしく
て暮らしやすい琴浦町を作るためには、町と住民の協力がもっとも大切な要素なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　町民生活課　 　52-1703

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
環
境
保
全

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
ご
み
の
分
別
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こ
の
よ
う
な
社
会
の
情
勢
に
合

わ
せ
、
町
で
は
高
等
学
校
奨
励
金

制
度
の
見
直
し
を
図
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
給
付
対
象
者
を
同
和
地

区
の
高
校
生
か
ら
全
町
の
高
校

生
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
琴
浦
町
の
明
日
を
担
う
高
校

生
の
「
教
育
を
受
け
る
権
利
の
保

障
」
と
、
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭

の
教
育
費
負
担
を
軽
減
す
る
「
子

育
て
支
援
」
を
目
的
と
し
、
返
還

の
必
要
の
な
い
給
付
型
の
奨
学
金

で
す
。

　

琴
浦
町
単
独
の
予
算
で
実
施

し
、
平
成
25
年
度
は
高
校
生
を
対

象
に
５
２
６
万
４
千
円
を
給
付
し

ま
し
た
。

　

教
育
は
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し

幸
福
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な

基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
の

発
展
に
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
現
実
に
は
非
正
規

雇
用
の
増
加
、
ひ
と
り
親
世
帯
の

増
加
な
ど
に
よ
り
所
得
の
格
差
は

広
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
が
苦
し
い
家
庭
で

育
っ
た
子
ど
も
は
、
本
人
の
能
力

や
希
望
に
関
わ
ら
ず
受
け
ら
れ
る

教
育
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の

後
に
就
く
職
業
や
生
涯
賃
金
の
格

差
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

～明日を担う子どもたちのために～

琴浦町高等学校奨励金知っています
か

経
済
状
況
で
教
育
の
可
能
性
が
制
限
？

対
象
を
広
げ
て
４
年
目

広
が
る
格
差

　

高
校
生
等
を
対
象
に
し
た
、
返

還
の
必
要
の
な
い
給
付
金
で
す
。

◆�

支
給
の
対
象
と
な
る
生
徒

　
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
）

①�

保
護
者
、
親
権
者
等
が
鳥
取
県

内
に
在
住
し
て
お
り
、
当
該
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

②�

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校（
１

～
３
年
生
）
等
に
在
学
（
平
成

26
年
度
は
新
１
年
生
が
対
象
）

※�

特
別
支
援
学
校
高
等
部
生
徒
、

児
童
養
護
施
設
入
所
生
徒
は
別

の
措
置
で
対
応
の
た
め
対
象
外

◆
申
請
手
続
き

　

申
請
手
続
き
は
６
月
以
降
か
ら

高
等
学
校
等
を
通
し
て
行
う
予
定

（
申
請
案
内
は
学
校
へ
６
月
頃
配

布
）

◆
給
付
金
の
支
給

　

年
額
を
ま
と
め
て
８
月
頃
に
支

給
予
定

今
年
度
か
ら
県
も

　
　
　

事
業
開
始
!

高
校
生
等
奨
学
給
付
金
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高
校
生
に
進
学
奨
励
金
を
支
給

今
年
度
か
ら
振
込
に
よ
る
給
付
可
能
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奨
励
金
の
申
請
に
つ
い
て

課
ま
た
は
分
庁
総
合
窓
口
係
で

取
得
さ
れ
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
）

②�

在
学
証
明
書
（
在
学
校
か
ら
取

得
）

③�
保
護
者
の
平
成
26
年
度
町
県
民

税
所
得
割
に
係
る
課
税
標
準
額

を
証
明
す
る
書
類
（
つ
ぎ
の
う

ち
い
ず
れ
か
、
コ
ピ
ー
も
可
）

　

・
町
県
民
税
納
税
通
知
書
（
下
図
）

　

・�

町
県
民
税
課
税
証
明
書
（
町

県
民
税
が
非
課
税
の
場
合
）

※�

課
税
証
明
書
は
６
月
２
日（
月
）

か
ら
、
町
民
生
活
課
ま
た
は
分

庁
総
合
窓
口
係
で
取
得
で
き
ま

す
。

●�

認
印　

申
請
者（
生
徒
）と
保
護

者
で
別
々
の
印
が
必
要
で
す
。

●�

通
帳　

振
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
申
請
者
（
生
徒
）
名
義
の

通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
請
先

　

人
権･

同
和
教
育
課
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１
１
６
２

●
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
高
等
学
校

生
、
高
等
専
門
学
校
生

●
支
給
内
容

　

月
額
４
，
０
０
０
円

　
（
年
額
４
８
，
０
０
０
円
）

※
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
支
給
の
条
件

　

保
護
者
が
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合

　

①�

平
成
26
年
度
町
県
民
税
所
得

割
に
係
る
課
税
標
準
額
（
下

図
の
と
お
り
）
の
合
計
が

１
０
０
万
円
未
満
の
場
合

　

②�

職
を
失
う
、
会
社
の
倒
産
、

災
害
な
ど
で
資
産
が
著
し
く

損
わ
れ
た
場
合
な
ど

●
申
請
期
間

　

６
月
２
日（
月
）～
７
月
４
日（
金
）

※�

右
記
期
間
以
降
の
申
請
の
場

合
、
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か

ら
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
進
学
奨
励
金
給
付
申
請
書

　

�（
申
請
書
は
人
権
・
同
和
教
育

課
税
標
準
額

総 所 得 分

課
　

税
　

標
　

準

総 所 得 ③
山 林 所 得
分離短期譲渡
分離長期譲渡
株式等の譲渡
上場株式等の配当
先 物 取 引

会社員など給与収入の方の場合・・・6月の給与明細と一緒に事業所より通知

農業など自営業の方の場合・・・6月中旬に役場税務課より通知
町・県民税納税通知書 ―課税標準額の確認の方法

……………………………………………………………………………………………………………………………

◆�

支
給
年
額

◆
問
合
せ
先

　

鳥
取
県
教
育
委
員
会　

　

育
英
奨
学
室

　

　
０
８
５
７
ー
26
ー
７
５
４
１

区　　　分 支給年額（通信制の額） 支給額の考え方

生活保護受給世帯
国公立 32,300円(通信制は除く)

修学旅行費相当
私　立 52,600円(通信制は除く)

第1子の高校生等が
いる世帯

国公立 37,400円（27,800円） 教科書費、教材費、学用
品費、通学用品費相当私　立 38,000円（28,900円）

23歳未満の扶養され
ている兄姉がいる世
帯で、第2子以降の
高生等がいる世帯

国公立 129,700円（36,500円） 教科書費、教材費、学用
品費、通学用品費、校外
活動費、生徒会費、PTA
会費、入学学用品費相当私　立 138,000円（38,100円）

� ことうら 2014.6



　

　

こ
の
度
、
専
業
農
家
の
田
中
康

夫
さ
ん
が
ご
結
婚
さ
れ
、
３
月
26

日
、
役
場
町
長
室
で
山
下
町
長
か

ら
結
婚
祝
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
農
業
後
継
者
に

対
す
る
各
種
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
専
業
で
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
が
結
婚
さ

れ
た
際
に
、
祝
い
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
担
い
手
結
婚
対
策

（
婚
活
）
も
後
継
者

対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、

今
回
結
婚
さ
れ
た
田

中
さ
ん
も
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
れ
た

こ
と
が
出
会
い
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
町

内
梅
田
で
園
芸
野
菜

生
産
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
主

に
エ
リ
ザ
ベ
ス
メ
ロ
ン
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
春
菊
等
を
生
産
さ
れ
て
い

る
次
代
を
担
う
若
手
農
業
者
で
す
。

　

町
長
か
ら
農
業
に
つ
い
て
尋
ね

ら
れ
る
と
、「
よ
り
甘
く
お
い
し

い
メ
ロ
ン
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
作
る

こ
と
は
大
変
で
す
が
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。
将
来

的
に
は
妻
と
仲
良
く
仕
事
に
携

わ
っ
て
行
き
た
い
」
と
に
こ
や
か

に
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

●�

農
業
後
継
者
育
成
対
策
結
婚
祝

報
奨
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

対
象
者

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
専
業
で

農
業
を
営
む
方

・�

概
ね
40
歳
未
満
で
当
該
年
度
に

結
婚
さ
れ
た
方

交
付
申
請　

所
定
の
交
付
申
請
書

に
下
記
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
農
業
委
員
会
の
推
薦
書

・
戸
籍
抄
本

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課　
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ー
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　広報ことうら５月号で、今年度から取り組む琴浦町の「人口減
対策総合施策」とＰＲのためのロゴを紹介しました。
　今月からは、人口減対策に関連する情報をまとめてお知らせし
ていきます。

新規就農・農業後継者対策の充実
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

農
業
後
継
者
結
婚
祝
い
奨
励
金
交
付

　

琴
浦
町
の
「
空
き
家
ナ
ビ
」
利

用
実
施
を
円
滑
・
効
果
的
に
行
い
、

琴
浦
町
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
で
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
町
と
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
中
部
支
部
と
が
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
、
双
方
の
関
係
者
立

会
い
の
も
と
で
行
わ
れ
た
調
印
式

で
は
、
町
長
は
「
宅
建
協
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
地
域

振
興
、
人
口
増
加
に

つ
な
げ
た
い
」
と
述

べ
、
中
部
支
部
長
も

「
自
治
体
へ
の
連
携
、

支
援
を
行
う
こ
と
で

町
の
活
性
化
の
協
力

が
で
き
れ
ば
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、「
空
き
家
ナ

ビ
」
の
登
録
は
７
件
、

空
き
家
の
利
用
希
望

者
は
63
人
で
、
空
き

家
の
提
供
者
と
利
用

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
締
結
後
は
、

空
き
家
の
提
供
者
が
希
望
し
た
場

合
、
契
約
締
結
の
仲
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
宅
建
協
会

の
会
員
が
所
有
す
る
住
居
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
移
住
定
住

に
向
け
た
空
き
家
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
、
迅
速
か
つ
効
果
的
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「
空
き
家
ナ
ビ
」運
営
を
支
援

宅
建
中
部
支
部
と
連
携
協
定
を
締
結

握手を交わす山下町長と野島中部支部長

H26.6.1 �



　

……………………………………………………………………………………………………………………………

生
徒
の
手
で

　

赤
碕
駅
自
由
通
路
を
き
れ
い
に

　

自
由
通
路
内
の
ほ
か
、
通
路
北

口
及
び
南
口
周
辺
や
駐
輪
場
の
掃

き
出
し
や
拭
き
掃
除
を
行
う
こ
と

で
、
技
能
の
習
得
や
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

４
月
24
日
の
実
習
開
始
日
に

は
、
さ
っ
そ
く
６
名
の
生
徒
が
道

具
を
手
に
取
り
、
通
路
や
階
段
の

隅
々
ま
で
掃
き
出
し
を
行
い
、
汗

　

琴
の
浦
高
等
特
別
支
援
学
校
２

年
生
の
生
徒
が
、
授
業
の
一
環
と

し
て
、
３
月
31
日
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
赤
碕
駅
自
由
通
路
の
清
掃

実
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

実
習
は
週
１
回
、
サ
ー
ビ
ス
ビ

ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
５
～
６
名
が
、

教
員
２
名
の
指
導
の
も
と
で
週
ご

と
に
交
替
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

教員の指導を受けながら清掃のポイントを学びます

琴
の
浦
高
等
特
別
支
援
学
校

　

４
月
29
日
、
天
理
教
琴

浦
町
地
区
の
み
な
さ
ん
に

よ
っ
て「
東
伯
総
合
公
園
」

の
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
天
理
教
の
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
日
は
、
開
会
時
は

雨
天
で
作
業
も
心
配
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
気
持

ち
が
通
じ
た
の
か
、
次
第

除草作業でさっぱりきれいに
ひのきしんボランティア活動

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
約
80
人
の
生
徒

が
赤
碕
駅
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
実

習
だ
け
で
な
く
地
域

貢
献
の
面
に
お
い
て

も
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

琴
の
浦
高
等
特
別
支

援
学
校
が
行
う
活
動
と

公
共
施
設
の
愛
護
に
つ

い
て
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

に
天
気
も
回
復
、
作
業
も

進
み
半
日
か
け
て
公
園
入

口
周
辺
の
掃
除
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
、
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
を
気
持
ち
よ

く
歓
迎
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

鳥
取
大
学
の
地
域
学
部

地
域
政
策
学
科
で
は
、
特

定
の
地
域
を
調
査
対
象
地

と
し
、政
策
課
題
や
地
域
・

人
の
持
つ
魅
力
な
ど
を
１

年
間
か
け
て
調
査
・
研
究

す
る
「
地
域
調
査
実
習
」

を
必
修
科
目
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
の
３
年
間
、
こ
の

「
地
域
調
査
実
習
」
の
対
象

地
と
し
て
、
琴
浦
町
を
２

年
生
約
50
名
が
調
査
・
研

究
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
報
告
会
と
し
て
２
月
頃

に
琴
浦
町
で
開
催
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
町

が
取
次
ぎ
の
支
援
を
行
い

ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
地
域
の
中
で
学
生
が

聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
情
報
課
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天理教琴浦町地区のみなさんによる奉仕作業５月13日は町内の観光スポットなどを紹介しました

鳥取大学の学生が琴浦町を
調査します

� ことうら 2014.6



「
八
橋
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
鳴
り
石
の
浜
～
神
崎
神
社

第
21
回
洋
ラ
ン
展
開
催

成美地区

　

琴
浦
町
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
歩
い
て
巡
る
こ
と
で
、
ま
ち
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
に
も
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
５
月
11
日
に
八
橋
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
青
空
が
広
が
る
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
和
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
50
人
の
参
加
者
が
、
お

よ
そ
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
２
時
間
半
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

鳴
り
石
の
浜
を
ス
タ
ー
ト
し
、
琴
浦
の
海
を
眺
め
な
が
ら
、

花
見
潟
墓
地
、
菊
港
、
波
し
ぐ
れ
三
度
笠
を
目
指
し
て
出
発
。

ま
た
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
塩
谷
定
好
写
真
記
念
館
に
も
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
神
崎
神
社
で
は
、
神
社
の
由
緒
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
、
境
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
琴
浦
観
光
ガ
イ
ド
の

会
の
吉
田
さ
ん
と
高
塚
さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
説
明
で
参
加
者

は
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
成
美

地
区
公
民
館
園
芸
教
室
の
第
21
回
洋
ラ
ン
展
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
洋
ラ
ン
展
は
、
「
今
年
は
い
つ
頃
あ

り
ま
す
か
？
」
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ
ど
楽
し
み
に
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
11
人
の
会
員
の
育
て
た
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
や
山
野
草

な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
60
種
類
・
80
鉢
を
展
示
し
、
会
場
は
、
色

と
り
ど
り
の
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

花
を
見
て
も
ら
っ
た
後
は
、
会
員
が
当
番
で
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
の
接
待
を
し
、
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

展
示
終
了
後
、
１
３
６
通
の
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
門

脇
幸
子
さ
ん
（
港
町
）
に
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
花
束
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

新
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
成

美
地
区
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは毎月、公民館の活動などを掲載します。

「
第
５
弾
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
・
花
見
山
」

赤碕中学校区 ４館合同開催以西地区

　

健
康
づ
く
り
と
自
然
に
ふ
れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と
５

月
18
日
、
日
南
町
に
あ
る
花
見
山
へ
登
山
に
行
き
ま
し
た
。

花
見
山
は
冬
は
ス
キ
ー
場
と
し
て
リ
フ
ト
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
る
山
で
す
が
、
登
山
道
も
あ
り
ま
す
。

　

暑
い
く
ら
い
の
日
差
し
の
中
、山
楽
会
を
ガ
イ
ド
に
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
23
人
の
参
加
者
が
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

一
時
間
程
度
で
頂
上
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
大
山

や
岡
山
県
の
山
々
が
一
望
で
き
、
ピ
ン
ク
色
の
ダ
イ
セ
ン
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
も
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

東
屋
で
一
休
憩
。
中
腹
ま
で
下
山
し
、
み
ん
な
で
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
５
回
目
と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
は
参
加
者
が

年
々
増
え
、
他
地
区
の
方
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
登
山
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
以
西
地
区
公
民
館
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し
、
地
域

社
会
の
発
展
、
教
育
文
化
の
発
信
、
福
祉
の
向

上
な
ど
地
域
社
づ
く
り
の
た
め
の
多
様
な
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
魅
力
あ
る
公
民
館
づ
く
り
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

八橋地区

新
公
民
館
長
が
就
任
し
ま
し
た

橋　

井　
　

操
さ
ん
（
赤
碕
金
屋
）
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アンニョン! 琴浦
町国際交流コーディネーター　李

イ

普
ボウ ン

銀のエッセイ

ブックカフェ今月行われる未来ウォークに参加するために足慣らし
をしています。未来ウォーク40キロ頑張るぞ!

　

韓
国
の
大
学
街
に
あ
る
カ
フ
ェ
は
テ
ス
ト
の
期
間
に
な
る
と
、
コ
ー

ヒ
ー
一
杯
を
注
文
し
て
お
い
て
何
時
間
も
勉
強
す
る
学
生
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
お
客
さ
ん
の
た
め
に
で
き

た
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
（
북 

카
페
）」
や

「
ス
タ
デ
ィ
カ
フ
ェ（
스
터
디 

카
페
）」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、特
に
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
は
コ
ー
ヒ
ー
と
本
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
お
し
ゃ
れ
な

イ
ン
テ
リ
ア
や
雑
貨
、
落
ち
着
く
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
こ
と
が
一
番
大

き
な
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
店
に
よ
っ
て
は
長
時
間
い
て
も
い
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
「
長
く
い
て
も
い
い
よ
（
オ
レ
イ
ッ
ソ
ド　

ケ
ン
チ
ャ
ナ
、
오

래 
있
어
도 

괜
찮
아
）」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
店
や
図
書
館
同

様
、
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
静
か
に
す
る
こ
と
を
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

話
し
が
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本
の
図
書
館
を
利
用
し
て
気
づ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
図
書
館
で
は
「
飲
食
物
禁
止
」
と
い
う
文
句

を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
韓
国
の
図
書
館
は
「
静
粛
（
정
숙
、
チ
ョ
ン

ス
ク
）」
と
い
う
表
示
が
多
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
中
に
は
出
版
社
自
ら
運
営
す
る
カ

フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
店
の
特
徴
は
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
自

社
の
本
を
直
接
広
報
す
る
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。ま
た
、コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
に
来
ら
れ
た
お
客
さ
ん
は
こ
こ
で
様
々
な
本
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
し
て
、
気
に
入
っ
た
本
は
定
価
よ
り
安
く
購
入
で
き
ま

す
。
そ
の
他
に
も
出
版
社
が
企
画
す
る
図
書
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
な

ど
、
従
来
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
複
合
文
化
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
本
や
本
屋
は
ネ
ッ
ト
の
登
場
で
廃
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の

登
場
で
、
本
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
新
し
い
週
末
の
過
ご
し
方

に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
リ
ー
ズ
高
齢
者
福
祉

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

「ちょこっとあったかサービス」
スタート!!

新規事業

　

４
月
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
「
ち
ょ

こ
っ
と
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
、
身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

生
活
す
る
中
で
、「
こ
れ
が
し
た
い

け
ど
自
分
だ
け
で
は
難
し
い
な
あ
」
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対�

象
者　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方

サ�

ー
ビ
ス
内
容　

ゴ
ミ
だ
し
、
電
球

交
換
、
布
団
干
し
、
代
筆
代
読
、

荷
物
の
移
動
ほ
か

　

※�

10
～
15
分
程
度
で
で
き
る
簡
単

な
作
業
に
限
り
ま
す

サ�

ー
ビ
ス
実
施
者　

介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
場
所　

高
齢
者
の
自
宅

費
用　

無
料

問
合
せ
・
申
込
先　

　
　

福
祉
課　
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ー
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健
康
対
策
課
で
は
、
食
事
を
通

し
て
、
健
康
な
体
と
豊
か
な
心
を

育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
お
い

し
く
減
塩
す
る
コ
ツ
を
体
感
し
て

い
た
だ
く
栄
養
講
座
、
お
や
つ
の

食
べ
方
に
つ
い
て
考
え
る
お
や
つ

教
室
、
食
事
作
り
を
通
し
て
自
分

や
家
族
の
食
生
活
を
考
え
る
男
子

キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
い
食
習

慣
を
定
着
さ
せ
、
食
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
心
と
体

を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
朝

ご
は
ん
運
動
や
こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。　
　

　

給
食
の
調
理
を
行
っ
て
い
る
調

理
士
も
大
型
紙
芝
居
、
食
育
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
、
食
育
カ
ル
タ
な
ど
の

食
育
媒
体
を
作
成
し
、
園
で
の
食

育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進

シ
リ
ー
ズ

健
康
こ
と
う
ら
計
画

①よい食習慣の定着 No.2

員
が
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
親
子
の
食

育
教
室
、
高
齢
者
栄
養
教
室
、
食

生
活
の
改
善
を
目
的
と
し
た
講
習

会
、
地
区
公
民
館
祭
で
の
展
示
や

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
講
習
会
を
実
施
し
た
部

落
か
ら
は
、「
料
理
を
教
え
て
も

ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
に

つ
い
て
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
勉

強
に
な
る
」「
子
ど
も
た
ち
が
料

理
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」「
地
元
の
食
材
や
旬
の

食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
家

庭
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　今月は、健康ことう
ら計画の「よい食習慣
の定着」を推進するた
めに、町と関係機関が
連携して進めている取
り組みを紹介します。

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
で
豆
腐
の
手
の
ひ
ら

切
り
に
挑
戦
。「
私
が
切
っ
た
豆
腐
が
入
っ

と
る
！
」と
、
味
噌
汁
を
お
か
わ
り

食
育
カ
ル
タ
な
ど
の
遊
び
を
通
し
て
楽
し

み
な
が
ら
食
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す

米の消費拡大に向け、米粉を使った料理の講習
会を行いました

　食育とは、様々な経験を通じて「食」
に関する知識と「食」を選択する力を習
得し、健全な食生活を実践することがで
きる人を育てることです。食べることは
私たちが生きていく上での基本であり、
健康は日々の食事の積み重ねから生まれ
ます。食育に対する関心と知識を高めて
もらうことを目的に、６月は「食育月
間」に、毎月19日は「食育の日」に定
められています。この機会に普段の食生
活を振り返り、家族一緒に食事をする機
会をつくる、朝ごはんを食べる、栄養バ
ランスの良い食事を心がける、食前食後
のあいさつをきちんとする、地産地消を
心がけるなど、できることから実践して
みましょう。

毎年６月は食育月間
毎月19日は食育の日

６月５日（木） ６月８日（日）
<鳥取県中部歯科医師会館>
・午後２時30分～４時30分
●よい歯のコンクール
 （�中部地区小学校６年生男女   

１名ずつを対象として）
●よい歯の学校表彰

<鳥取県中部歯科医師会館>
・午前９時～11時30分
●歯及び口腔についての各種相談
　フッ化物歯面塗布
 （�タオル、母子手帳をご持参下さい。

フッ素塗布後30分は飲食不可）
●歯科健康診断
（どなたでも受診できます）

７月14日（月）～７月27日（日） ７月27日（日）
<倉吉未来中心アトリウム>　
・常設展示（７月27日 午後５時まで）
●�中部地区児童・生徒の絵画ポ
スター、標語作品の展示

<鳥取県中部歯科医師会館>
・午前９時～
●絵画ポスターコンクール入選者表彰
●標語コンクール入選者表彰

問合せ先　鳥取県中部歯科医師会　 　22-5472

＊関連行事

６月４日（水）～６月10日（火）は歯と口の健康週間です
この週間中は、下記の行事が行われます。無料でフッ素
塗布や歯科健診が行われますので、ぜひご参加ください。

歯と口の健康週間行事のおしらせ
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From　Joshua Fulkerson
　　　　文／ジョシュア・フォルカーソン
　　　　　（赤碕中学校英語指導助手）

「３階で気付いたこと」

　５月が突然やってきた。
　先日、今年ももう 5 カ月目に入ったことに驚い
ている、と同僚と話しながら授業に向かっていた。
　春がやってきたと思ったら、すでに季節は巡ろう
としている。そして、ここ琴浦町に来て長い時が経
ち、日本での ALT としての生活も、あと３カ月で
１年となると考えながら階段を上っていた。
　ここでの全ての経験は、「昨日」のことのように
凝縮されて感じられる時もあれば、遠い過去の出来
事とも感じられる時もある。
　日常的な多くのことが、記憶のすきまへと次々消
えていってしまう。日記に書きとめ忘れないように
したい。
　３階へ続く階段を上り終えた時、私は気がついた。
毎日の生活が当たり前に過ぎていくように、ここで
の滞在の時間もあっという間に過ぎていくというこ
とを。そして、日本での滞在を無駄にしないことが
どれだけ大切か気付かせてくれた。そう考えている
うちに、教室の前に到着し、中へと入っていった。
私の時間を無駄にしないために……

　May has arrived, seemingly out of thin air. Just 
the other day I was walking up the halls towards 
a class with another teacher and commented on 
how surprised I was that we have already entered 
the fifth month of the year. I barely noticed that 
spring had begun and it would appear that we are 
already about to leave it behind. In that moment I 
thought about how long I had been here, and that 
it would only be three more months before I will 
have officially been living in Japan for one whole 
year as an ALT. Sometimes it feels as though all 
my experiences up to this point have fused into 
a singular memory of “yesterday,” or some other 
time in the past. For as much as I try to combat 
that syndrome by keeping a daily journal I imagine 
that much of the everyday slips through the 
cracks. As I reached the 3rd floor I realized that 
similar to how easily everyday life can pass us by, 
so too can the duration of my time in Japan, which 
is just as ephemeral. To that end, I was reminded 
of how important it was to make the most of my 
stay. By that time we were at the classroom, and 
we headed in. 

The Most of The Rest

シ
リ
ー
ズ

よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に

　

障
が
い
者
手
帳
は
左
記
の
区
分
に
よ
り
、
鳥
取
県
が
交
付
し
ま
す
。

　

手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
減
免

等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
各
種
障
が
い
者
手
帳
の
区
分

●�

申
請
手
続
き　

福
祉
課
ま
た
は
分
庁
総
合
窓
口
係
へ
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

福
祉
課　

　
52
ー
１
７
０
６

精神障害者保健福祉手帳 療育手帳 身体障害者手帳

　精神疾患(知的障がい
を除く)のため、長期に
わたり日常生活や社会生
活に制約のある方が、申
請によって精神保健及び
精神障害者福祉に関する
法律に定める障がい程度
に該当すると認められた
場合に交付

　発達期(概ね18歳まで)
に何らかの原因で知的な
障がいがあらわれた方
が、申請手続きを行い、
下記判定機関による判定
を受けた結果、該当する
と認められた場合に交付

　身体障害者福祉法に基
づき、申請により、身体
（視覚、聴覚、平衡機
能、音声機能、言語機能
またはそしゃく機能、肢
体、心臓機能、じん臓機
能、呼吸器機能、ぼうこ
うまたは直腸機能、小腸
機能、免疫機能、肝臓機
能）に永続する一定の障
がいがあると医師が判断
した方に対し交付

●障がい程度
　�１級（重度）～３級（軽

度)
●�医師の診断書による申

請以外に、障害年金（精
神）証書の写しによる
申請も可能

●２年ごとの更新が必要

●障がい程度
　A：最重度から重度
　B：中度から軽度 
●判定機関
　�18歳未満→児童相談所
　�18歳以上→知的障害者

更生相談所
●年齢により再判定が必要

●障がい程度
　�１級（重度）～６級（軽

度）
●�県の指定した医師が記

入した診断書･意見書に
よる判定

●�障がいの状態の変化等に
よっては、再認定が必要

春
満
開
の
と
っ
と
り
花
回
廊
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臨時福祉給付金
事務所

東
伯
郵
便
局

公
衆
ト
イ
レ

駅
入口 駐車場

厚生棟

本庁舎

浦安駐在所 東伯サテライト

▼事務所はこちら

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
３
年
生

（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31

日
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
を
年
に
一
度
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
受
給
者
の
方
へ
は
書
類

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容

を
確
認
の
上
、
６
月
末
日
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
30
日
（
月
）

�

提
出
先　

町
民
生
活
課
ま
た
は

　

分
庁
総
合
窓
口
係

問
合
せ
先　

町
民
生
活
課　

　
　
　
　

　

　
52
ー
１
７
０
３

児
童
手
当

児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
く
だ
さ
い

申
請
手
続
を
お
忘
れ
な
く
!

円
が
加
算
。

申
請
場
所

　

申
請
先
は
基
準
日（
平
成
26
年

１
月
１
日
）に
お
い
て
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

※�

な
お
、臨
時
福
祉
給
付
金
に
か
か

る
通
知
に
つ
い
て
は
、
税
務
課

が
送
付
す
る
封
筒
に
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
今
後
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

臨
時
福
祉

給
付
金
事
務
所　

　
　
　
　
　

　
49
ー
５
１
１
１

　
　
　
　
　

　
49
ー
５
１
１
２

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所

得
者
の
方
へ
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象
者

・�

平
成
26
年
度
の
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
（
た
だ
し
、
ご
自
身
を

扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護

制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
方
な
ど
は
給
付
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

・�

給
付
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
６
月
中
旬
か
ら
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

給
付
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

　

ま
た
、
加
算
措
置
と
し
て
老
齢

基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族

基
礎
年
金
、児
童
扶
養
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
１
人
に
つ
き
５
千

臨
時
福
祉
給
付
金

象
者（
平
成
26
年
度
の
町
民
税（
均

等
割
）
非
課
税
の
方
）
及
び
生
活

保
護
の
被
保
護
者
は
除
く

給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
手
続

　

支
給
対
象
者
へ
は
申
請
書
類
を

７
月
上
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
等
を
記
入
の
上
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
請
先　

町
民
生
活
課

　
52
ー
１
７
０
３

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と

と
も
に
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る

観
点
か
ら
、
臨
時
的
な
給
付
措
置

と
し
て
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
26
年
１
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
け
る
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
（
特
例
給
付
含
む
）
の
受

給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
年
（
平

成
25
年
分
）
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
者

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当（
特
例
給
付
含
む
）

の
対
象
と
な
る
児
童

・�

基
準
日
後
に
生
ま
れ
た
児
童
は

対
象
外
（
た
だ
し
、
平
成
26
年

１
月
１
日
生
ま
れ
は
対
象
）

・�

基
準
日
時
点
で
中
学
生
で
あ
る

児
童
は
、
実
際
の
申
請
・
支
給

時
に
中
学
校
を
修
了
し
て
い

る
場
合
で
も
対
象

　

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
対

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

公
務
員
の
み
な
さ
ま
へ

　

公
務
員
に
つ
い
て
は
申
請

書
等
が
勤
務
先
か
ら
配
布
さ

れ
ま
す
が
、
申
請
手
続
き
は

平
成
26
年
１
月
１
日
の
住
民

登
録
地
で
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
等
は
申
請
受
付
時

期
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
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　６月１日から７日までは「HIV検査普及週間」です
　鳥取県中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）では、
感染を早期発見するため、下記のとおりHIV（エイズ）、性
感染症（クラミジア・梅毒）、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス、風し
ん抗体価検査を無料で行います。ぜひご利用ください。

※検査は匿名で行います
※�感染の機会から３カ月（12週間）以上経過していることを確

認させていただきます

※検査実施場所：鳥取県中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）
　�いずれも電話での予約が必要です。希望される方は下記まで

ご連絡ください。

問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）
　　　　　健康支援課
　　　　　 　23-3145（平日８時30分～17時15分）

HIV（エイズ）・性感染症（クラミジア・梅毒）検査
定期検査 休日検査 夜間検査

検査日 毎月第１・３水曜日
（祝日は除く）

6月8日（日）
12月7日（日）

6月4日（水）
12月3日（水）

時　間 13：30～14：30 13：30～15：30 17：00～19：00

Ｂ型・Ｃ型肝炎、風しん抗体価検査（風しんは妊娠を希望する女性等）
定期検査 休日検査 夜間検査

検査日 毎週水曜日
（祝日は除く）

6月8日（日）
12月7日（日）

6月4日（水）
12月3日（水）

時　間 13：30～14：30 13：30～15：30 17：00～19：00

HIV検査普及週間、肝炎・風しん
抗体価検査のお知らせ

　セット検診会場に、協会けんぽ
が肌年齢測定と骨密度測定ができ
る特設ブースを出展します。
　検診にあわせて調べてみませ
んか？
　セット検診の受診の有無にか
かわらずどなたでも来場いただ
くことができますが、胃がん検
診・乳がん検診を予約しておら
れる方で、受診日を変更して受
ける場合は、事前の連絡が必要
です。

と　き　６月13日（金）　
　　　　9：00～15：00
ところ　�役場分庁舎２階　多目

的ホール（セット検診
会場内）

料　金　無料
問合せ　健康対策課
　　　　 　52-1705

セット検診で肌年齢
測定と骨密度測定を
してみませんか？

投
票
場
所　

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所

投票区名 投　票　所 

第1投票区 八橋地区公民館

第2投票区 役場本庁舎厚生棟

第3投票区 聖郷小学校体育館

第4投票区
上郷地区コミュ
ニティ施設
(上郷地区公民館)

第5投票区
古布庄地域構造
改善センター
(古布庄地区公民館)

第6投票区
赤碕地域コミュ
ニティセンター
(役場分庁舎)

第7投票区 赤碕勤労者体育
センター

第8投票区 旧安田小学校体育館

第9投票区 旧以西小学校体育館

……………………………………………………………………………………………………………………………

●
投
票
時
間　

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

●
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

日
時　

�

７
月
２
日（
水
）～
５
日（
土
）

　
　
　

８
時
30
分
～
20
時

場
所　

役
場
本
庁
舎
厚
生
棟
１
階

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会 

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時　

�

６
月
６
日
（
金
）
13
時
30

分
か
ら 

場
所　

役
場
分
庁
舎
３
階
会
議
室 

内
容　

�

立
候
補
に
伴
う
届
出
書
類

の
説
明
な
ど 

●�

問
合
せ
先　

町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局　

　
52
ー
２
１
１
１

　

任
期
満
了
に
よ
る
琴
浦
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
、
７
月
１
日

（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
６
日
（
日
）

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
平
成
26
年
１
月

１
日
現
在
で
作
成
し
た
琴
浦
町
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
。

●�

投
票
は
入
場
券
を
持
っ
て
投
票
所
へ

　

投
票
で
き
る
人
に
は
入
場
券
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
日
当

日
は
入
場
券
を
持
っ
て
、
入
場
券

に
書
か
れ
て
い
る
投
票
所
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
を
間
違
え

る
と
そ
こ
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
７
月
６
日
投
票
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い
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
や
能
力
を
、
生
活
の

様
々
な
場
面
で
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
」
は
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
っ
た
社
会
変
化
に
対

応
す
る
た
め
に
も
必
要

で
あ
り
、
21
世
紀
の
国

の
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
男
女
共
同

参
画
週
間
の
前
後
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
る

好
機
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

講
演
会
申
込
・
問
合
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

　

52―

１
１
６
１

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家

庭
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
、

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
？

時
々
耳
に
す
る
、
こ
う
い
っ
た

「
男
性
（
女
性
）
と
は
こ
う
あ

る
べ
き
」と
い
う
考
え
方
に
は
、

一
歩
間
違
う
と
自
分
自
身
や
周

り
の
人
た
ち
の
生
き
方
や
行
動

を
制
限
し
た
り
、
そ
の
人
が
個

性
や
能
力
を
発
揮
し
に
く
い
よ

う
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
事
が
得
意
で
専

業
主
夫
に
な
り
た
い
男
性
に

と
っ
て
は
「
男
性
は
家
族
を
養

わ
な
い
と
」
と
い
う
考
え
方
は

ど
の
よ
う
に
映
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
数
学
や
理
科
が
得

意
で
研
究
者
に
な
り
た
い
女
性

に
と
っ
て
「
仕
事
は
事
務
を
し

て
、
結
婚
し
た
ら
家
庭
に
入
る

の
が
良
い
よ
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
有
益
な
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
か
。

　

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
あ

平
成
26
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

開催日時 タイトル 内　　容 会　場

6/13(金)
19：30～

あなたの知らないカラダの話
～産婦人科の現場から
見えること～

環境ホルモンの生殖への影
響など、性と生殖にかかわる
男女の健康と権利について学
びます

まなびタウン
とうはく

6/27(金)
19：30～

ちょい悪オヤジが教えるこれ
からの子育ての秘訣
～子育ての悩み解決！聞いた
らホッとするハナシ～

現代の子ども文化に詳しい
先 生に、「これからの 子育
て」の秘訣や「パパヂカラ」に
ついて学びます

赤碕小学校

男女共同参画講演会（6月開催分）

黄
フ ァ ン テ

太をおいしく料理してみませんか
―ファンテ料理コンテストの開催―

◆レシピ応募期間
　�平成26年７月１日（火）

～８月15日（金）
　　※�レシピ審査を通った

５人で実技審査を行
います。

　　※�詳 し く は 後 日 役 場
ホームページにてお知らせします。

◆料理コンテスト　
　と　き：�平成26年９月28日（日）
　ところ：日韓友好資料館前（琴浦町別所167-1）
◆金賞（1点）：賞状と４万円の商品券
　銀賞（1点）：賞状と３万円の商品券
　銅賞（1点）：賞状と２万円の商品券
　入賞（2点）：賞状と１万円の商品券
◆お問い合わせ先
　日韓友好資料館内 日韓企画運営委員会
　　　　　　　　　　 　55-7801　 　55-7558

　日韓文化交流促進ウィークを迎えて料理コンテストを
９月28日（日）、日韓友好資料館前で開催致します。
風の丘日韓友好交流公園や資料館の利用促進及び「友好
親善交流協定」を締結している麟蹄郡の特産品「ファン
テ」を県民へ紹介し、日韓交流を更に発展させることを
目的に行います。
　今回の料理コンテストの素材であるファンテは干した
韓国の７割のシェアを占める麟蹄郡の特産品の一つで、
スケソウダラのことです。しかし、一般的な干しスケソ
ウダラと違うところは、ファンテの場合、寒い冬に日中
の気温差を利用して干すことです。こうすれば、低脂
肪、高たんぱくのやわらかい肉質の高級ファンテが作ら
れます。スケソウダラに美容効果があるということは日
本でも知られていることですが、ファンテの認知度は低
く、レシピも少ない現状です。今回の料理コンテストの
実施で、麟蹄郡の特産品を県民に紹介し、また、日本人
の口に合う多様な調理法が開発されて、日本でも身近な
食材になれることを期待しますので、たくさんの関心と
応募をお待ちしています。
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　このたび、やさしい日
に ほ ん ご

本語に加
くわ

え、英
え い ご

語・中
ちゅうごくご

国語・タ
た が ろ ぐ ご

ガログ語を併
へ い き

記した内
ないよう

容になり、外
がい

国
こくしゅっしんしゃ

出身者の皆
みな

さんにとって、さらに読
よ

みやすくなりました。

　このハ
は ん ど ぶ っ く

ンドブックでは、「防
ぼうさいぎょうせいむせん

災行政無線で伝
つた

えられる情
じょうほう

報の意
い み

味が分
わ

からない」「『津
つ な み

波』という言
こ と ば

葉は

知
し

っていても、『高
たかだい

台』という言
こ と ば

葉を知
し

らなかったために避
ひ な ん

難できなかった」「有
ゆうりょう

料だと思
おも

って避
ひ な ん し ょ

難所へ行
い

かなかった」などの外
がいこくじん

国人ならではの視
し て ん

点をもとに、災
さいがい

害の危
き け ん

険性
せい

を知
し

ること、その危
き け ん

険から身
み

を守
まも

るた

めには防
ぼうさい

災が必
ひつよう

要であること、普
ふ だ ん

段から災
さいがい

害に関
かん

する知
ち し き

識や、いざ

という時
とき

の心
こころがま

構えを持
も

つことで、災
さ い が い じ

害時の被
ひ が い

害を最
さいしょうげん

小限に食
く

い止
と

め

ることができることを伝
つた

えるために作
さくせい

成しました。

　また、やさしい（平
へ い い

易な）日
に ほ ん ご

本語で災
さいがいじょうほう

害情報を伝
でんたつ

達する意
い し き

識を

周
しゅうい

囲の人
ひとびと

々ももつことで、災
さいがいじゃくしゃ

害弱者になりやすい外
がい

国
こくしゅっしんしゃ

出身者の減
げんさい

災

につながります。

　このハ
は ん ど ぶ っ く

ンドブックは、本
ほんちょうしゃ

庁舎・分
ぶんちょうしゃ

庁舎でも配
は い ふ

布しているほ

か、毎
まいしゅうすいようび

週水曜日にまなびタ
た う ん

ウンとうはくで開
かいさい

催している「日
に ほ ん

本

語
ご く ら す

クラス」でも配
は い ふ

布しています。

　希
き ぼ う

望される方
かた

は、お気
き が る

軽にお問
と

い合
あ

わせください。

問
といあわ

合せ先
さき

　町
ちょうみんせいかつか

民生活課　 　52-1704　　　　

　　　　　鳥
とっとりけんこくさいこうりゅうざいだんほんしょ

取県国際交流財団本所　 　0857-31-5951

　鳥
とっとりけんこくさいこうりゅうざいだん

取県国際交流財団では、外
がいこくじん

国人向
む

けの防
ぼうさい

災ハ
は ん ど ぶ っ く

ンドブックを作
さくせい

成し、ご希
きぼう

望の方
かた

に配
はい ふ

布しています

「防
ぼうさい

災ハ
は ん ど ぶ っ く

ンドブック　やさしい日
にほんごばん

本語版（一
いちぶたげんごばん

部多言語版）」を配
はいふ

布しています！

昨年開催した交流のつどいでは、光の鏝絵を見て
歩きました

　外
がい

国
こくしゅっしんしゃ

出身者の方
かた

を対
たいしょう

象に交
こうりゅう

流のつどいを開
かいさい

催します。今
こんかい

回は、船
せんじょうさん

上山でカ
か ぬ ー

ヌー体
たいけん

験、お抹
まっちゃたいけん

茶体験をしま

す。琴
ことうらちょう

浦町をめぐりながら、参
さ ん か し ゃ ど う し

加者同士の交
こうりゅう

流もできます。

　参
さ ん か

加には事
じ ぜ ん

前申
もう

し込
こ

みが必
ひつよう

要です。興
きょうみ

味のある方は町
ちょうみんせいかつか

民生活課

までお申
もう

し込
こ

みください。

と　　き　　６月
がつ

22日
にち

（日
にち

）9：00～15：00

集
しゅうごうばしょ

合場所　　まなびタ
た う ん

ウン正
しょうめんげんかんまえ

面玄関前（8：45集
しゅうごう

合）

内
ない

　　容
よう

　　船
せんじょうさん

上山カ
か ぬ ー

ヌー体
たいけん

験、河
かわもとけじゅうたく

本家住宅でお抹
まっちゃたいけん

茶体験

対
たい

　　象
しょう

　　町
ちょうないざいじゅうがいこくじん

内在住外国人

参
さ ん か ひ

加 費　　無
む

　料
りょう

申
もうしこ

込み期
きげ ん

限　　6月
がつ

18日
にち

（水
すい

）

お問
といあわ

合せ・申
もうしこ

込み　　町
ちょうみんせいかつか

民生活課　 　52-1704

在
ざいじゅうがいこくじんこうりゅう

住外国人交流のつどい参
さ ん か し ゃ ぼ し ゅ う

加者募集
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　第60回東伯郡民体育大会が７月に湯梨浜町を主会
場に開催されます。昨年は２年連続男女アベック優勝
をすることができました。今年は３連覇を狙って強化
練習を行っています。選手団一丸となって頑張ります
ので会場での熱い声援をお願いします。

　と　き　７月12日（土）～13日（日）、19日（土）～20日（日）
　ところ　湯梨浜町を主会場に県中部で開催

第60回　東伯郡民体育大会　

3年連続アベック優勝へレッツゴー！！

日にち 種目・種別 会　　　　　　場 雨天の場合

12（土）
13（日）
19（土）
20（日）

サッカー
少年B
少年B・成年男子
少年C
少年C・成年男子

湯梨浜町東郷運動公園多目的広場
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃

12（土）
13（日）
〃
〃
〃

バレーボール
少年C男女
成年男子一部
成年女子
成年男子二部
婦人の部

湯梨浜町羽合小学校体育館
　　　　〃
　　　　〃
湯梨浜町北溟中学校体育館
　　　　〃

12（土）
13（日）
〃
〃

バスケットボール
少年C男女
成年男子一部
成年女子一部
成年男子二部
成年女子二部

湯梨浜町泊小学校体育館
北栄町北条中学校体育館
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃

13（日）
〃
〃
〃

陸上
雨天時開会式
綱引
キックボール

湯梨浜町北溟中学校グラウンド
湯梨浜町北溟中学校体育館
湯梨浜町北溟中学校グラウンド
　　　　　〃

雨天中止

雨天中止
　 〃

13（日）
〃

ソフトボール
成年男子
成年女子

北栄町北条中学校グラウンド
北栄町北条中学校ソフトボール場

雨天中止
　 〃

13（日） ゲートボール 湯梨浜町羽合臨海公園ゲートボール場 雨天：はわいオレンジ球場
13（日） グラウンド･ゴルフ 湯梨浜町潮風の丘とまり 小雨実施
13（日） 銃剣道 湯梨浜町はわいトレーニングセンター
13（日） テニス 湯梨浜町羽合臨海公園テニス場 雨天：ハワイ夢広場
13（日） ソフトテニス 琴浦町赤碕総合運動公園テニス場 小雨実施
13（日） 剣道 湯梨浜町東郷小学校体育館

13（日）
19（土）
20（日）

軟式野球
シニアの部
成年の部
成年の部

湯梨浜町東郷運動公園野球場
　　　　〃
　　　　〃

雨天中止
　 〃
　 〃

19（土）
20（日）
〃

バドミントン
小学生
成年男子
成年女子

北栄町北条体育館
　　　　〃
　　　　〃

20（日） 水泳 湯梨浜町羽合小学校プール（25ｍ） 小雨実施
20（日） 卓球 琴浦町総合体育館

20（日）
柔道
少年C・成年男子 北栄町北条ふれあい会館柔道場

20（日） ペタンク 湯梨浜町羽合臨海公園催し物広場 小雨実施
20（日） ソフトバレーボール 湯梨浜町羽合小学校体育館

日 程 表
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団
体
の
部
（
参
加
９
チ
ー
ム
）

優　

勝　

エ
ヴ
ァ
ー
グ
リ
ー
ン

（
松
本
千
博
・
山
下
紀
男
・
西
本
公
三
・
松
本　

淳
）

準
優
勝　

ヤ
ク
バ

（
前
田
博
司
・
谷
本
一
徳
・
坂
本
道
敏
・
浪
花　

慶
）

３　

位　

光
好
Ａ

（
坂
本　

充
・
小
前
利
男
・
杉
嶋
幸
三
郎
）

個
人
の
部
（
参
加
33
人
）

●
グ
ロ
ス
の
部

優　

勝　

小
谷
修
一
郎（
東
伯
消
防
）

準
優
勝　

坂
本　

充
（
光
好
Ａ
）

３　

位　

坂
本
道
敏
（
ヤ
ク
バ
）

ネ
ッ
ト
の
部

優　

勝　

米
沢
純
一
（
立
石
団
地
Ｂ
）

準
優
勝　

坂
本　

充
（
光
好
Ａ
）

３　

位　

�

松
本　

淳
（
エ
ヴ
ァ
ー

グ
リ
ー
ン
）

シ
ニ
ア
賞　

坂
本　

充
（
光
好
Ａ
）

レ
デ
ィ
ー
ス
賞

米
沢
百
代
（
立
石
団
地
Ａ
）

町
民
春
季
ゴ
ル
フ
大
会

４
月
29
日　

光
好
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

優　

勝　

Ｃ
チ
ー
ム

　

�（
堀
尾
和
久
・
黒
田
昭
夫
・
大
北

冨
喜
子
・
堀
尾
克
美
）

準
優
勝　

Ｂ
チ
ー
ム

　

�（�

宇
田
川
烈
敬
・
手
嶋
幸
子
・

　

�

太
田
尚
義
・
松
本
節
子
・
米
田

て
る
子
）

３　

位　

Ｄ
チ
ー
ム

　
（
森
田
和
子･

石
亀
智
代
子
・

　

磯
上
悦
子
・
近
池
す
づ
子
）

春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
16
日　

逢
束
あ
じ
さ
い
公
園

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　

さ
わ
や
か
な
気
候
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
個
人
名
は
敬
称
略
）

　第10回琴浦町長杯争奪卓球大会が、５月17日、18日に
総合体育館で開催されました。
（成績は優勝者と町内入賞者のみ掲載）

第10回 町長杯争奪卓球大会

とき：５月11日（日）
会場：赤碕運動公園多目的広場

　優勝　　下市２　
　２位　　箆津１
　３位　　下市３

とき：４月27日（日）
会場：上郷地区公民館グラウンド

　優勝　　福永Ａ
　２位　　大杉Ａ
　３位　　山田

　とき：４月20日（日）
　会場：総合公園多目的広場

団体の部（13チーム）　
　優　勝　　逢束A
　準優勝　　逢束D
　第３位　　浦安南
個人の部
　優　勝　　手嶋幸子（逢束A）
　準優勝　　宇田川烈敬（逢束A）
　第３位　　藤吉秀治（浦安南）

浦安地区

安田地区 上郷地区

各地区グラウンドゴルフ大会結果

団
体
戦

一
般
男
子　
　
（
10
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

東
伯
ク
ラ
ブ

一
般
女
子　
　
（
４
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

ベ
ビ
ー
ス
タ
ー(

琴
浦)

中
学
生
男
子　
（
37
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

河
北
中
Ａ

　

三
位　

東
伯
中
Ａ

中
学
生
女
子　
（
31
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

中
ノ
郷
中

小
学
生
男
子　
（
４
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

北
栄
ジ
ュ
ニ
ア

　

三
位　

琴
浦
ジ
ュ
ニ
ア

小
学
生
女
子　
（
７
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

三
位　

琴
浦
ジ
ュ
ニ
ア

個
人
戦

一
般
男
子

　

優
勝　

稲
田
信
孝
（
北
条
ク
ラ
ブ
）

　

三
位　

中
嶋
祐
太（
東
伯
ク
ラ
ブ
）

一
般
女
子

　

優
勝　

岩
本　

幸
（
卓
西
会
）

　

三
位　

吉
田
ゆ
か
ゑ　(

ベ
ビ
ー
ス
タ
ー)

男
子
40
歳
以
上

　

優
勝　

浪
花
良
明
（
東
伯
ク
ラ
ブ
）

　

三
位　

河
井
雅
也
（
東
伯
ク
ラ
ブ
）

小
学
生
男
子

　

優
勝　

北
中
春
丞
（
琴
浦
ジ
ュ
ニ
ア
）

小
学
生
女
子

　

優
勝　

相
見
萌
恵
（
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
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　おととしのロンドンオリンピック団体戦「銅メ
ダル」を獲得した琴浦町出身の川中香緖里選手に
続けと、昨年に引き続き「アーチェリー初心者教
室」を開催いたします。
　アーチェリーに興味のある方・集中力をつけ精神
統一したい方・運動不足の方、それぞれ目的を持ち、
楽しく基礎からアーチェリーをしてみませんか。
　ご家族で、また仲間を誘って参加してください。

と　　き　６月21日～７月26日 ( 毎週土曜日 )
　　　　　９：30 ～ 12：00
と こ ろ　・東伯野球場東広場
　　　　　・総合体育館（武道室）
対　　象　小学校５年生以上
定　　員　20名（先着）
参 加 費　1,000円（消耗品代他）
指 導 者　県アーチェリー協会
持 ち 物　飲物・タオル・帽子
　　　　　雨天時は屋内専用シューズ
申込期間　６月９日（月）～ 18日（水）
　　　　　�ただし定員に達した場合は、その時点

で締め切ります。
＊�運動のできる服装（上着はゆったりしすぎない

もの）で参加してください。
問合せ先　総合体育館　 　52-2047
　　　　　　　　　　　 　52-2037   

　

 

　航空機や輸送機の展示、参加型イベントもあり
ます。
　ぜひご家族でお越しください。
と　　き　６月８日（日）９：00 ～ 15：00
と こ ろ　�航空自衛隊美保基地内（境港市小篠津

町2258）
内　　容　・�航 空 機 地 上 展 示（C-1、YS-11、

T-400など）
　　　　　・航空機飛行展示（戦闘機、輸送機など）
　　　　　・主要装備品展示（陸上自衛隊車両など）
　　　　　・�その他（スタンプラリー、消防車両

展示、煙体験など）
※�駐車場に限りがありますので、公共交通機関を

ご利用ください。
　�また、基地と一部の駐車場間でシャトルバス（有

料）が運行される予定です。
問合せ先　航空自衛隊美保基地渉外室広報班
　　　　　 　0859-45-0211

　中部管内のホルスタイン種牛を一同に集め、比
較検討することにより、今後の改良に資するとと
もに消費者と生産者との交流を図り、酪農への理
解と牛乳・乳製品のＰＲを目的として、中部酪農
祭が開催されます。
と　　き：平成26年６月14日（土）10：30 ～
と こ ろ：鳥取県中央家畜市場（琴浦町湯坂）
内　　容：�乳牛共進会及び乳製品の試飲・試食コ

ーナー、乳製品の販売など
問合せ先：大山乳業農業協同組合　指導課
　　　　　 　52-2221

目指せ　東京オリンピック!
アーチェリー教室　参加者募集

募　集

美保基地航空祭

第8回中部酪農祭

催しもの

有料広告
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　地震による被害を軽減するため、「耐震診断」「耐
震設計」「耐震改修」を行う方に対し、補助金を
交付します。
　この事業は町内にある住宅・建築物が対象です。
■主な条件

・�昭和56年５月31日以前に建築されたもので
あること

・�建築基準法に基づく違反建築物の措置を命じ
られていないもの

・�改修設計及び耐震改修は、耐震診断により耐
震性が不足していると判定されたもの

・�耐震改修にあっては、所定の耐震安全性を確
保すること

■補助の内容
・住宅・耐震診断
　　補助金の額＝補助対象事業費の全額
　　※所有者負担なし（木造住宅のみ）
・住宅・耐震設計
　�　�補助金の額＝�補助対象事業費×２／３（上

限24万円）
・住宅・耐震改修
　�　�補助金の額＝�工事費の33 ～ 43％（補助対

象事業費）上限100万円
・建築物・耐震診断
　　�補助金の額＝�補助対象事業費×２／３（上

限300万円）
■申請締切　平成26年12月26日（金）
■募集件数　�住宅：耐震診断７件（木造住宅）、

耐震設計２件、耐震改修１件
　　　　　　建築物：耐震診断１件
■問合せ先　建設課　 　55-7805

　地域に開かれた学校づくりをめざして、琴浦町
小中学校一斉公開を行います。
　今年４月に開校した聖郷小学校、船上小学校は
初めての学校公開です。広く町民の皆さんにも学
校の様子をご覧いただき、よりよい学校づくりに
努めたいと考えますので、多数のご来校をお待ち
しています。
　なお、第２回の公開は、秋に各学校が企画して
実施します。
日　　時　６月10日（火）～６月11日（水）
　　　　　８：30 ～ 12：30
問 合 せ　教育総務課　 　52-1160　

　移住・定住促進に役立てる空き家の再生と活用
をテーマとして、11月１日と２日の２日間、全
国「民家フォーラム2014」が琴浦町・大山町を
主会場に開催されます。
　このプレイベントとして、瀬戸内海での民家活
用実例の見学（茅

かやぶき

葺民宿・手打ち蕎麦・農園カフ
ェ）や鞆の浦街並を散策する見学ツアーを実施し
ます。
　琴浦町・大山町と瀬戸内が民家活用を通して、
生き生きと輝く町づくりに向けての友好の懸け橋
となればとの思いから企画したツアーです。
　ご参加お待ちしています。
と　　き　７月12日（土）～ 13日（日）（１泊２日）
行 き 先　広島県福山市沼隈町・鞆の浦他　　　
参 加 費　�１人20,000円 ( 沼隈阿伏兎旅館泊コ

ース )　１人14,000円 ( 民家活用に取
り組む田島民泊コース )

申込締切　６月30日（月）
問合せ・申込先　
　「民家フォーラム2014」実行委員会事務局
　 　090-6439-3082（金平）
　メール：kotoura@kominka-tyugoku.com

　

平成26年度第１回 町内小中学校一斉公開

住宅・建築物の耐震化を支援します

お知らせ 民家フォーラム・プレイベント参加者募集
古民家リフォーム活用実例見学ツアー

有料広告

有料広告募集中
　広報紙への広告のお申し込みは、町
ホームページをご覧いただくか、
　企画情報課( 　52-1708)までご連
絡ください。
●1号広告（縦5cm×18cm）　3万円
●2号広告（縦5cm×9cm）1万5千円
●3号広告（縦5cm×6cm）　　1万円
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　経済センサス基礎調査及び商業統計調査は我が
国の経済の実態を明らかにし、国や都道府県の施
策立案の基礎資料となる大切な調査です。
　調査対象となった事業所および企業の皆様に
は、お手数をお掛けしますが、ご理解のうえ、ご
回答をお願いします。
調査期日　平成26年７月１日（火）現在で実施
調査対象　全ての事業所および企業
調査内容　従業者数、開設時期、資本金額など
　　　　　※�知事が任命した調査員が６月下旬か

ら７月上旬に訪問します。
問合せ先　商工観光課　 　55-7801
　　　　　県庁統計課　 　0857-26-7109
　

　全国消費実態調査は我が国の家計資産の実態を
明らかにし、国や都道府県の施策立案の基礎資料
となる大切な調査です。
　調査対象となった世帯の皆様には、お手数をお
掛けしますが、ご理解のうえ、ご回答をお願いし
ます。
調査対象　�公文、山田、平田ヶ平、大父木地、出

上５区・６区
調査内容　世帯構成、家計の収入・支出など
　　　　　※�知事が任命した調査員が6月下旬頃

から調査対象全世帯を訪問します。
問合せ先　商工観光課　 　55-7801
　　　　　県庁統計課　 　0857-26-7105

　

　
　現在、ひとり親家庭で特別医療費助成を受けて
いる方は、受給資格証の有効期限が６月30日ま
でとなっています。該当する方は更新手続きをお
願いします。
　また、前年までに所得制限などで該当とならな
かった方も、所得の状況などにより対象となる場
合もありますので、ご相談ください。
●対象者　�所得税非課税世帯でひとり親家庭の子

どもとその親（子どもの年齢は平成
27年３月31日時点で18歳以下）

　　　　　�ただし、子どもが小児特別医療（中学
校卒業までの者）に該当の人は親のみ

　※内縁の妻や夫がいる場合は対象外です。
　※�平成22年の税制改正により、16歳未満の扶

養控除（38万円）と16歳から19歳未満の特
定扶養控除（25万円）が廃止されましたが、
特別医療では控除したものとみなして所得の
判定を行うため、源泉徴収票・確定申告書の
源泉徴収税額欄に金額（所得税）の記載があ
っても、非課税とみなされる場合があります。

●申請に必要なもの
　・印鑑
　・健康保険証
　・�所得税非課税を証明できるもの（平成25年

分の源泉徴収票や確定申告の写し）
　・�特別医療費受給者証（すでに助成を受けてい

る場合）
申 請 先　健康対策課または分庁総合窓口係
問合せ先　健康対策課　 　52-1707

　
　事業主のみなさんは、平成25年度の確定保険
料及び平成26年度の概算保険料並びに石綿健康
被害救済法に基づく一般拠出金の申告・納付手続
きが必要です。
　また、今年度より石綿健康被害救済法に基づく
一般拠出金の保険料率が変更となっていますの
で、手続きの際はご注意ください。
申告・納付の手続期間
　　　　　　　６月２日（月）～７月10日（木）
問合せ先　鳥取労働局労働保険徴収室　
　　　　　 　0857-29-1702

ひとり親家庭の方へ
特別医療費受給資格証を更新します

事業主の方は
労働保険の「年度更新」を

平成26年経済センサス
基礎調査及び商業統計調査を実施

平成26年全国消費実態調査を実施
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　放送大学は、テレビやインターネット等で遠隔
教育を行う正規の大学（通信制）で、いつでも、
どこでも、誰でも学べる身近な生涯学習機関です。
　毎年４月と10月の年２回入学でき、このたび
平成26年度第２学期入学生を募集します。
●大学説明会・入学相談会
と　　き　７月19日（土）、８月10日（日）
　　　　　各日とも13：00 ～ 16：00
と こ ろ　倉吉交流プラザ（倉吉市駄経寺町）
　　　　　※�鳥取学習センターでも別途日程を予

定しています。
問合せ先　放送大学鳥取学習センター　
　　　　　 　0857-37-2351

　寿大学は、学びや参加者同士の交流を目的に、
65歳以上の方を対象に開講しています。
　６月の一般教養コースは、仲間づくりレクリエ
ーションを行います。この機会に一緒に交流を深
めませんか？
と　　き　６月30日（月）14：00 ～ 15：30
と こ ろ　まなびタウンとうはく　
　　　　　４階 多目的ホール
※�無料送迎バスを希望される場合は、申し込みが

必要です。ご希望の方は６月18日（水）まで
にご連絡ください。

※�寿大学学級生は年中募集しています。気軽に見
学にお越しください。
問合せ先　社会教育課　 　55-1161　 　52-1122

　全血献血を次の日程で実施します。
　皆さんのご協力をお願いします。

※�献血カードまたは本人確認できる運転免許証、
保険証が必要です。

※�献血は、各種健診や健康教室等に参加して集め
たポイントで応募するとことうら商品券がもら
える「ことうら健康ポイントラリー事業」の対
象事業です。
問合せ先　健康対策課　 　52-1705

　
　鳥取県男女共同参画センター「よりん彩」では、
女性だけでなく男性からの相談もお受けしてい
ます。
　生き方、子育てや家族のこと、夫婦のこと、仕
事のこと ･･･、つらいな、しんどいなと思うこと
はありませんか。
　悩んだとき、相談できるところはありますか。
　毎週土曜日、男性相談員が対応する専用電話が
できました。オトコだからと構えないで、「より
ん彩」相談室へお電話ください。
相談日時　毎週土曜日　13：30 ～ 17：30
相談専用ダイヤル　 　23-3955
問合せ先　鳥取県男女共同参画センター　
　　　　　 　23-3939

　
　連合鳥取では、男女平等月間に合わせて「女性
のための全国一斉労働相談　STOP! セクハラ・
パワハラ・マ夕ハラ」を合言葉に実施します。
　女性からの相談で特に多い3つのハラスメント
を中心に、悩んでいる女性の声をすくいあげます。
実施期間　�６月10日（火）～ 11日（水）　
　　　　　10：00 ～19：00

相談専用ダイヤル　0120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52
　※�相談番号は通年的に使用できるフリーダイヤ

ルで、携帯電話からでも OK です
　※�発信地近くの「連合事務所」につながります。
問合せ先　連合鳥取事務所　 　0857-26-6605

　鳥取大学サイエンス・アカデミーを、琴浦町図
書館でライブ中継により聴講できます。
と　　き　第２･ 第４土曜日10：30 ～ 12：00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　対面朗読室
『地球環境と私たちの生活』（全３回）

※内容は変更になる場合があります。
問合せ先　琴浦町図書館　 　52-1115
　鳥取大学　研究・国際協力部 社会貢献課　　
　　　　　　　　　　　　 　0857-31-6777

学びいきいき! 寿大学一般教養コースのお知らせ

献血にご協力ください

女性のための労働相談ダイヤルの実施

６月７日スタート オトコの相談日できました

鳥取大学サイエンス・アカデミーのライブ中継

開催日 テ　ー　マ（内　容）

6月14日 黄砂発生のしくみと監視―現地観測と衛
星から―

6月28日 人工衛星による地球観測技術を用いた鳥
取県の環境モニタリング

7月12日 きれいな空気とは？PM2.5と複合大気汚
染物質の健康影響

10月入学 放送大学学生募集

と　き 時　　間 会　　　場

6月25日
（水）

9：00～10：30 琴浦町役場本庁舎

11：50～13：20 大山乳業農業協同組合

14：00～15：30 ＪＡ鳥取中央東伯支所

16：30～18：00 馬野建設（株）
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●行政相談
内　　容　役所の仕事や手続き、サービスなど
【社会福祉センター】
と　　き　６月18日（水）９：00 ～ 11：30
【老人福祉センター】
と　　き　６月26日（木）13：30 ～ 16：00
問合せ先　総務課　 　52-2111
●行政書士相談（当日受付、先着順）
内　　容　相続、遺言、契約書の作成など
と　　き　６月20日（金）16：00 ～ 20：00
と こ ろ　琴浦町図書館本館　相談室
問合せ先　琴浦町図書館　　 　52-1115
　　　　鳥取県行政書士会　 　0857-24-2744
●夜間納税相談（あらかじめご連絡ください）
内　　容　納税に関すること
と　　き　開庁日の夜間　おおむね19：30まで
と こ ろ　役場本庁舎
問合せ先　税務課　 　52-1712
●人権相談
内　　容　人権問題全般
【成美地区公民館】
と　　き　６月13日（金）９：00 ～ 11：30
【下郷地区公民館】
と　　き　６月27日（金）９：00 ～ 11：30
問合せ先　町民生活課　 　52-1704
●健康相談
内　　容　身体の健康問題全般
と　　き　６月23日（月）９：30 ～ 10：30
と こ ろ　いきいき健康センター
問合せ先　健康対策課　 　52-1705
●農家相談
内　　容　農地・農業問題全般
と　　き　６月３日（火）９：00 ～ 12：00
と こ ろ　役場分庁舎３階農業委員会事務局
問合せ先　農業委員会事務局　 　55-7809
●中部消費生活センター定期巡回相談
内　　容　消費トラブルなど消費生活全般
と　　き　６月12日（木）、26日（木）
　　　　　８：30 ～ 17：00
と こ ろ　役場本庁舎　相談室
問合せ先　町民生活課　 　52-1703
●多重債務・法律相談会
内　　容　クレジット、消費者金融、ヤミ金融、
　　　　　各種ローンの相談
と　　き　６月20日（金）13：30 ～ 16：00

6月の無料相談

ふるさと未来夢寄附金へのお礼
■平成26年度の寄附の状況（４月30日現在）

寄附金の額　　　　 　　6,431,000円
ご寄附いただいた方　　　　　347人

（平成26年４月１日～４月30日受付分）　

ご寄附いただいた皆さん（43人・敬称略）
【栃木県】稲村 恒夫
【埼玉県】平田 仁志・大原 清丈・星野 和輝
【千葉県】水本 俊宏
【東京都】明野 正規・建山 正貴・佐藤 弘志・
宮川 和子・小林 歩・大野 正浩・根岸 範幸・
小林 中・手島 毅・伊藤 隆・大塚 博喜・
八巻 博昭

【神奈川県】高野 正彦・菅原 一志・有川 正洋
【長野県】遠藤 栄一
【石川県】野村 泰三・野村 隆子
【愛知県】井上 修一・安井 聡彦・新海 千代子・
泉 秀格

【京都府】西岡 良恭
【大阪府】西村 弘二・大野 真史・有田 知代・
安達 澄子

【兵庫県】藤原 博満・磯貝 慎一郎・古林 將史・
竹谷 保宣・塚原 国彦

【奈良県】小池 雅人・辻 正記
【鳥取県】圓山 一代
【宮崎県】日高 由美
【沖縄県】和泉 俊輔・和田 健志郎

　ふるさと納税は税金控除対象です。確定申
告により税金の軽減が図られます。
　寄附金は積み立てた後、町事業に活用させ
ていただきます。
　町外在住のお知り合いの方に、この制度を
ぜひご紹介ください。

　問合せ先　総務課　 　52-2111
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と こ ろ　倉吉未来中心２階　セミナールーム
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　中部消費生活センター　 　22-3000
●心の健康相談
内　　容　心の不調の相談に精神科医が対応
と　　き　６月13日（金）15：00 ～ 16：30
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3152
●心の健康と暮らしの法律相談（当日受付、先着順）

内　　容　�ストレスからくる身体の不調などの相
談に専門の相談員が対応

と　　き　６月17日（火）13：30 ～ 15：30
と こ ろ　琴浦町図書館本館　相談室
問合せ先　琴浦町図書館　 　52-1115
　　　　　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3127
●女性法律相談
内　　容　�法律上の助言を希望する女性相談者に

弁護士が対応
と　　き　６月18日（水）10：00 ～ 12：00
と こ ろ　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
予　　約　電話予約
問合せ先　鳥取県中部総合事務所福祉保健局
　　　　　 　23-3152
●教育相談会
内　　容　教育に関する相談
と　　き　６月19日（木）13：00 ～ 16：00
　　　　　６月27日（金）14：00 ～ 17：00
と こ ろ　中部総合事務所
予　　約　前々日の正午までに電話予約
問合せ先　鳥取県教育センター教育相談課
　　　　　 　0857-28-2322

社会福祉協議会の無料相談

予約・問合せ先　琴浦町社会福祉協議会
　　　　　　　　 　52-3600
●心配ごと相談
内　　容　日常生活での困りごとなど
【社会福祉センター】第１、３水曜日（祝日除く）
と　　き　６月４日、18日　９：00 ～ 11：00
【老人福祉センター】第２、第４木曜日（祝日除く）
と　　き　６月12日、26日　13：30 ～ 15：30
●弁護士による法律相談
内　　容　法律全般
と　　き　６月25日（水）13：30 ～ 15：30
と こ ろ　社会福祉センター
予　　約　電話予約（先着順、定員で受付終了）
偶数月の第３金曜日
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あごバーガー［かば焼き］

・パン………………4個
・あご………………2羽
・レタス……………2枚
・キャベツ千切り…少々
・トマト……………1個
・きゅうり………1/2本
・ゆで卵……………1個
・片栗粉……………少々

❶�パンは中心に切れ目
を入れておく。

❷�あごを焼く。
❸�フライパンにＡを入

れ、たれをつくり、あ
ごを漬け焼きする。

❹�片栗粉を水で溶き、❸
に入れとろみをつけ、

あごにからませる。
❺�パンにレタス、キャベ

ツ、きゅうり、ゆで卵、
トマト、あごの順では
さんで完成。

…………たれ…………

・醤油……………100cc
・みりん……………50cc
・砂糖………………少々
・酒……………大さじ 1

作　り　方

農漁ジキ伝レシピ
漁協女性部よりひとこと

　子どもさんにも魚を食べていただきたく、あごを3
枚おろしにし、ムニエルにして野菜、卵等と一緒にパ
ンにはさみました。魚をフライにしても good!! 栄養
満点のバーガーです。感動のアイデアでおもてなしは
いかがでしょうか？

材料（4人分）

A

　鳥取県では、平成25年10月に手話言語条例が制定され、手話が言語であるとの認識に基づき、手
話の普及に取り組んでいます。
　わが町でも、手話を身近に感じてもらうことを目的として、今回からシリーズで、簡単に覚えられ
る手話を紹介していきます。
　手話でコミュニケーションを行うことは難しそうに見えるかもしれませんが、
実際にやってみることで、伝わる楽しさも感じてもらえればと思います。
　今年度の琴浦町新規採用職員が交代でご紹介します。
　ぜひ実践してみてください。
　まずは、あいさつの「おはようございます」を紹介します。

か ん た ん な 手 話 vol.1

➡

➡

1 朝になり、
頭から枕
を外す

人と人が
向かい合
って…

シリーズ

2

3 4

―今月の職員―
健康対策課
吉田 結美

（健康推進の業務を
　担当しています）

おはようございます

利き手側のこめかみに、握りこぶしを当てる その手を胸の前に下ろす

胸の前に、人さし指を伸ばした両手を向かい合わせ、人さし指を同時に曲げる

おじぎ
する

動きの意味

手話は、　　　　「手で表すことばで、目で見ることば」です顔の表情も付け加えながらやってみましょう


